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出典：文部科学省「障害者活躍推進プラン」 26



14出典：通級による指導実施状況調査（文部科学省初等中等教育局特別支援教育課調べ）
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Place（居場所）

Explore（探究）

Assist individually optimized learning（個別最適な支援）

Collaboration（協働）

Experience（経験）

Ashiya P・E・A・C・E プロジェクト

誰もが「安心」して学べる環境

見通し・行動・振り返り（AAR）のサイクル

安心して失敗できる＝挑戦できる！

Well-being

子どもを信じて、任せてみる

エージェンシー（能動的責任主体）が育つ

〇Action（具体的な行動へ）

1.2 Ashiya PEACE プロジェクト
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どの子にとっても安心できる居場所を共に考えていきます。どこなら、どういう学び方なら
気持ちが落ち着いて学べるか、時として子どもたちとも相談しながら決めていきます。

学びの主体は子どもたち。学びへの欲求を大事に、身の回りの社会や自然に対する疑問や自
ら立てた課題を自ら追究していく過程を大事にします。

個々の特性に応じる。
・集団が苦手、今は落ち着かない、色々な音が気になる・・・どういう場所、どういう学習
の仕方なら少し安心して学ぶことができるか、時として子どもたちと相談しながら決めてい
くこともあります。
個々のペース・学び方に応じる。
・自ら立てた問いや自ら考えた目標、計画、進め方（仲間や教師の力も借りることも含む）
に委ねることもあります。

一人では越えられない課題、壁にぶち当たることもあります。そんな時は、仲間や教師の力
を借りながら学ぶ、つながりながら学ぶことも大事にします。

ChatGPTをはじめA I機能の進化により、調べ学習など一見便利なところもありますが、
「考えない」ことが習慣化される懸念もあります。子どもたちが夢中になって遊ぶ、学ぶ、失
敗や成功を繰り返す体験を大事にしていきます。それが「また次、やってみよう」と挑戦心に
火をつけ、先行不透明な未来を切り拓く力の育成にもつながっていきます。
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Place（居場所）

Explore（探究）

Assist individually optimized learning（個別最適な支援）

Collaboration（協働）

Experience（体験・経験）
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3.1.1【テーマ①】PEACEサポーターの配置

● 芦屋市では、年々増加傾向にある不登校の児童生徒に対する支援は、主に「のびのび学級」において実
施している。一方で、学校に通ってはいるものの学級という集団では過ごしにくく、不登校になる可能
性が高い不登校傾向にある子どもへの支援が急務である。通級者が増加する「のびのび学級」ではリ
ソースが不足しており、そもそも「のびのび学級」にも来られない児童生徒は学びにつながりにくい状
況にある。こうした状況を未然防止策として彼らへのアウトリーチ対応により補いつつ、校内サポート
ルームの充実をサポーター配置により加速させたい。

● これを踏まえて、各学校内において不登校傾向にある子どもを早期に発見し、心のケア等の支援を行う
支援員（PEACEサポーター）を、全小中学校の校内サポートルームに配置する。

・PEACEサポーターの役割
校内の別室でのケア（学習補
助等）
校内の不登校傾向にある子ど
もへのアプローチ（心のケア
等）
暴力行為や学校飛び出し事案
等の緊急対応
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Ashiya P・E・A・C・E プロジェクト
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3.3.1
A sh iya P E A C E
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3.3.2
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3.4.1【テーマ④】教員の働き方改革

● グループウェアを追加した「統合型」校務支援システムの導入により、校務における業務負担を軽減で
きることに加え、情報の一元管理及び共有を図り、業務の効率化を図る。

● 市教育委員会事務局と教員等で構成する「学校業務改善推進委員会」を設置し、専門知識、経験等を有
する学校業務改善アドバイザーからの助言も活用することで、業務改善を推進し、教員の負担軽減と子
どもと向き合う時間の確保を図る。

● 各小中学校に配置している学校業務サポーターについては、必要に応じて、配置時間を拡充すること
で、教員の負担軽減を図る。

R5.10教職員の勤務時間の適正化に向けた取組について（保護者配布）

Ashiya P・E・A・C・E プロジェクト

「統合型」校務支援システム 34
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